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未
収
金
が
1
億
円
を
超
え
る

　

25
年
度
決
算
審
査
を
９
月

９
日
、
10
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
は
26
年
度
に

繰
り
越
し
て
使
用
す
る
財
源

と
し
て
災
害
復
旧
費
な
ど
で

２
億
９
千
110
万
７
千
円
を
含

ん
で
い
ま
す
が
、
別
表
の
と

お
り
全
会
計
で
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

未
収
金
は
、
町
民
税
、
固

定
資
産
税
な
ど
の
町
税
が
約

２
千
万
円
、
国
民
健
康
保
険

税
が
約
400
万
円
増
え
、
総
額

で
１
億
１
千
182
万
６
千
円
に

達
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
人
件
費

な
ど
の
経
常
的
経
費
の
割
合

は
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す

し
、
財
政
の
健
全
度
を
示
す

﹁
財
政
指
標
﹂
も
公
債
費
比

率
︵
歳
出
の
う
ち
借
金
返
済

に
充
て
る
額
の
割
合
︶
や
将

来
負
担
比
率
︵
将
来
の
借
金

返
済
の
う
ち
一
般
会
計
の
負

担
と
な
る
額
の
割
合
︶
が
悪

化
す
る
な
ど
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。

　

国
は
﹁
地
方
の
創
生
﹂
を

唱
え
て
い
ま
す
が
、
交
付
税

の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
厳
し
い
財
政
運
営
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

会　計　名
決　　算　　額

収　入 支　出 差　引

普
通
会
計

一 般 会 計 13,195,929 12,689,359 506,570

電 気 通 信 434,510 424,702 9,808

小　　計 13,630,440 13,114,061 516,378

公
営
事
業
会
計

国民健康保険 1,536,256 1,519,925 16,331

直営診療所 81,675 78,380 3,295

後期高齢者 364,869 362,298 2,571

簡 易 水 道 654,934 652,588 2,346

下 水 道 967,897 948,850 19,046

小　　計 3,605,634 3,562,042 43,591

総　合　計 17,236,074 16,676,104 559,969

24　年　度 16,258,593 15,925,767 332,826

23　年　度 16,917,445 16,724,750 192,695

22　年　度 17,886,501 17,613,407 273,094

21　年　度 17,543,677 17,269,965 273,712

20　年　度 16,968,356 16,762,436 205,920

19　年　度 17,301,586 17,139,169 162,417

18　年　度 18,141,152 18,000,190 140,962

年度区分 平成24年度 平成25年度 対前年度増減率

標 準 財 政 規 模 7,928,290 7,814,011 △1.4%

経 常 収 支 比 率 94.1％ 93.7％ △0.4P

財
政
健
全
化
法
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 0 0 －

連結実質赤字比率 0 0 －

実質公債費比率 15.1％ 15.8％ 0.7P

（単年度） 16.1％ 16.8％ 0.7P

将 来 負 担 比 率 150.5％ 155.3％ 4.8P

職 員 数 227人 218人 △9人

人 件 費 1,538,796 1,463,103 △4.9%

人 件 費 比 率 12.7％ 11.3％ △1.4P

物 件 費 1,521,689 1,411,141 △7.3%

普 通 建 設 事 業 費 1,496,925 1,819,652 21.6%

25年度会計別決算収支のようす

邑南町の財布の中身は？　財政指標等のようす

（単位：千円）

（金額単位：千円）

注）表の金額は千円単位で表示していますが実際の決算はすべ

　　て円単位までとなっています。百円単位で四捨五入してい

　　ますので合計が一致しない場合があります。
　

25
年
度
決
算
は
、
８
・
24
災
害
の
復
旧
事
業
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も
に
24
年
度
よ
り
も
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
会
計
と
も
黒
字
決
算
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
毎
年
増
額
し
て
き
た
未
収
金
が
１
億
円
を
超
え
、
連
合
常
任
委
員
会
の
決
算
審
査
で
も
徴
収
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

25年度決算 全会計で黒字決算
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基　　金　　名 24年度末
現在高

決算年度中増減額 25年度末
現在高積立額 取崩額

一　

般　

会　

計

財 政 調 整 基 金 582,207 236 58,938 523,505

減 債 基 金 934,229 151,524 14,079 1,071,674

まちづくり推進基金 134,444 82 0 134,526

その他の特定目的基金 486,019 154,285 18,270 622,034

地 域 振 興 基 金 1,564,700 0 0 1,564,700

合　　　　計 3,701,599 306,127 91,287 3,916,439

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業基金 55,442 83,848 82,523 56,767

簡易水道事業基金 20,007 10,004 0 30,011

生活排水処理事業基金 400 10,000 0 10,400

下 水 道 事 業 基 金 8,949 10,004 0 18,953

電気通信事業基金 191,546 7,443 0 198,989

合　　　　計 276,344 121,300 82,523 315,121

総　　合　　計 3,977,943 427,427 173,810 4,231,560

会　　計　　名 24年度末
現在高

決算年度中増減額 25年度末
現在高発行額 償還額

一 般 会 計 14,760,753 1,902,400 1,952,454 14,710,699

特
別
会
計

国 保 直 営
診 療 所 事 業 33,242 0 16,571 16,671

簡易水道事業 3,892,505 114,700 244,064 3,763,141

下 水 道 事 業 7,491,348 231,500 489,048 7,233,800

電気通信事業 1,423,445 12,100 138,827 1,296,718

合　　　　　計 27,601,293 2,260,700 2,840,964 27,021,029

邑南町の貯金は？　基金積立金のようす

邑南町の借金は？　地方債のようす

（単位：千円）

（単位：千円）

實田　譲　代表監査委員

項　目 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

地方交付税 6,089 5,939 5,952 6,336 6,454 6,904 6,861 6,937 6,998

国庫支出金 739 598 465 637 1,361 1,474 980 695 1,065

県支出金 1,052 927 1,086 1,069 1,197 1,096 869 761 910

国や県からの歳入財源の推移（一般会計） （単位：百万円）

財源の減少などを踏まえ
適切な計画策定と

財政運営を
實田代表監査委員の決算審査報告

　

平
成
25
年
度
の
邑
南
町
は

８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
被
害
に
み
ま
わ
れ
、
町

と
し
て
復
旧
事
業
に
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
一
方
﹁
Ａ
級
グ
ル
メ
の

ま
ち
﹂
や
﹁
日
本
一
の
子
育

て
村
﹂
の
地
域
活
性
化
事
業

が
広
く
世
間
に
報
道
さ
れ
、

邑
南
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
、
定
住
者
の
増

加
な
ど
徐
々
に
成
果
と
し
て

実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ

れ
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
コ
ス
ト

や
人
口
減
少
に
伴
い
住
民
一

人
当
た
り
の
施
設
運
営
費
の

上
伸
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
う
状
況
を
踏
ま

え
、
普
通
建
設
事
業
費
を
ど

の
よ
う
な
事
業
に
充
当
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
検
討
し
、

適
切
な
行
財
政
計
画
を
立
案

し
、
計
画
に
沿
っ
た
運
営
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
町
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

し
な
ど
健
全
化
に
向
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
27
年
度
か

ら
は
交
付
税
の
一
本
算
定
に

向
け
た
漸
減
が
始
ま
り
ま
す

し
、
人
口
減
少
に
伴
う
交
付

税
の
減
額
も
見
込
ま
れ
ま

す
。
国
で
は﹁
地
方
の
創
生
﹂

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
内

容
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
な
町
の
財
政
難

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

併
特
例
債
な
ど
の
特
例
措

置
、
あ
る
い
は
、
国
の
経
済

及
び
生
活
対
策
関
連
事
業
も

実
施
さ
れ
、
財
源
の
確
保
は

順
調
に
で
き
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
邑
南
町

は
施
策
に
も
工
夫
を
こ
ら

し
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
整

備
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多

く
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
財

政
面
に
お
い
て
も
、
地
方
債

の
縮
減
や
積
立
金
の
積
み
増

　

平
成
25
年
度

を
終
え
合
併
か

ら
10
年
に
な
ろ

う
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の

間
、
交
付
税
の

特
例
算
定
や
合
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懸命に進められる災害復旧

順
調
な
発
注
、
竣

し

ゅ
ん

こ
う工

を
待
つ竣工した道路災害復旧工事

　

昨
年
の
８
・
24
豪
雨
災
害

の
復
旧
作
業
が
懸
命
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

国
庫
補
助
災
害
の
地
域
別

の
災
害
復
旧
事
業
の
竣
工
率

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

羽
須
美
地
域
竣
工
率

　

○
農
地　
　
　
　

80
％

　

○
農
業
用
施
設　

50
％

　

○
林
道　
　
　
　

100
％

　

○
河
川︵
災
害
か
所
な
し
︶

　

○
道
路︵
災
害
か
所
な
し
︶

　

瑞
穂
地
域
竣
工
率

　

○
農
地　
　
　
　

63
％

　

○
農
業
用
施
設　

41
％

　

○
林
道　
　
　
　

82
％

　

○
河
川　
　
　
　

67
％

　

○
道
路　
　
　
　

100
％

　

石
見
地
域
竣
工
率

　

○
農
地　
　
　
　

17
％

　

○
農
業
用
施
設　

13
％

　

○
林
道　
　
　
　

71
％

　

○
河
川　
　
　
　

９
％

　

○
道
路　
　
　
　

59
％

　

以
上
が
９
月
末
日
現
在
の

竣
工
状
況
で
す
が
特
に
石
見

地
域
の
農
地
・
農
業
用
施
設

災
害
の
竣
工
率
の
低
い
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

技
術
者
や
現
場
作
業
員
の

減
少
な
ど
に
対
し
、
業
者
や

人
員
の
確
保
の
努
力
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
今
夏
の
多
雨
や

冬
期
の
積
雪
も
予
想
さ
れ
、

順
調
に
工
事
が
進
捗
す
る
か

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

工
事
の
遅
れ
は
来
年
の
水

稲
作
付
に
大
き
な
影
響
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
復
旧
工
事
の

進
捗
状
況
を
的
確
に
情
報
提

供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
対
象
に

な
ら
な
い
小
災
害
に
つ
い
て

は
６
月
の
定
例
会
で
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
が
814
か

所
、
公
共
土
木
施
設
災
害
が

161
か
所
、
林
道
災
害
が
26
か

所
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
災
害
の
測
量
、
実
施
設

計
が
現
在
行
わ
れ
て
お
り
、

年
明
け
か
ら
本
格
的
に
発
注

し
、
平
成
27
年
度
に
か
け
て

復
旧
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

既
に
発
注
済
み
の
国
庫
補

助
災
害
工
事
の
近
隣
か
所
に

つ
い
て
は
、
効
率
的
な
復
旧

を
行
う
た
め
に
随
意
契
約
に

よ
り
小
災
害
工
事
を
発
注

し
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

８
・
24
災
害
は
短
時
間
集

中
豪
雨
で
、
中
小
河
川
に
多

く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
災
害
復
旧
に
つ
い
て

は
、
発
生
当
初
か
ら
改
良
復

旧
を
望
む
声
も
多
く
、
期
待

も
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
査
定
の
結
果
、

災
害
復
旧
は
原
形
復
旧
と
な

り
、
改
良
に
つ
い
て
は
河
川

改
修
事
業
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る

と
、
国
・
県
に
対
し
て
事
業

の
要
望
を
行
い
、
採
択
さ
れ

る
必
要
が
生
じ
ま
す
。

　

邑
南
町
で
は
、
江
の
川
下

流
域
治
水
同
盟
会
︵
流
域
４

市
町
で
構
成
︶
で
の
重
点
要

望
か
所
に
日
和
川
を
加
え
、

５
月
に
は
県
央
県
土
整
備
事

務
所
に
対
し
、
６
月
に
は
県

知
事
に
対
し
、
７
月
に
は
国

土
交
通
省
中
国
整
備
局
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
改
修
事
業
の

要
望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
も
町
長
は

﹁
強
く
要
望
を
継
続
し
て
い

く
﹂
と
答
弁
し
て
お
り
、
議

会
と
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
安
全
安
心
の
た
め
、
町

と
一
体
と
な
っ
て
、
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

災
害
復
旧
と
河
川
改
修

か所数 発注数 発注率 竣工数 竣工率

農地災害 239 229 96％ 60 25％

農業用施
設災害

132 122 92％ 22 17％

林道災害 51 51 100％ 39 76％

河川災害 99 95 96％ 19 19％

道路災害 88 82 93％ 59 67％

邑南町国庫補助災害の発注 ・進捗状況

（９月末日現在）
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工事発注に大幅な遅れ

債
務
負
担
で
２
か
年
度
工
事
に

い
こ
い
の
村
し
ま
ね

造
成
工
事
に
開
発
許
可
が
必
要

チ
ッ
プ
製
造
施
設

災害復旧工事が完了した浴室棟脇の法面

チップ製造施設が隣地に併設される木材市場

　
﹁
い
こ
い
の
村
し
ま
ね
﹂

に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
の

定
例
会
に
お
い
て
耐
震
補
強

お
よ
び
改
修
工
事
、
更
に
浴

室
棟
の
増
築
工
事
に
総
額

６
億
９
千
800
万
円
を
予
算
化

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
浴
室
棟
下
法
面

の
災
害
復
旧
工
事
は
完
了
し

ま
し
た
が
、
耐
震
補
強
お
よ

び
改
修
工
事
と
浴
室
棟
の
増

築
工
事
に
つ
い
て
は
、
耐
震

補
強
委
員
会
の
判
定
が
遅
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
工
事
発

注
し
て
も
事
業
は
本
年
度
中

に
完
了
せ
ず
、
２
か
年
度
に

ま
た
が
る
こ
と
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
予
算
化
し
て
い

ま
す
が
工
事
の
発
注
を
し
て

な
く
、
事
業
は
複
数
年
度
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
、
事
業
費

の
内
、
２
億
８
千
900
万
円
を

27
年
度
必
要
額
︵
債
務
負
担

行
為
︶
と
し
、
今
年
度
の
予

算
か
ら
は
削
減
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
削
減
し
た
予
算
は

特
定
中
山
間
保
全
整
備
事
業

１
億
８
千
600
万
円
の
償
還
に

充
当
し
、
27
年
度
の
当
初
予

算
で
改
め
て
同
額
を
歳
出
予

算
に
計
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
常
任
委
員
会

で
、
今
後
工
事
の
進
捗
に
伴

う
休
業
も
有
り
う
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
が
用
地
造
成
と
施
設

整
備
を
行
い
完
成
後
一
括
し

て
指
定
管
理
と
す
る
計
画
で

進
め
ら
れ
て
い
る
チ
ッ
プ
製

造
施
設
の
事
業
計
画
で
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
昨

年
９
月
︵
41
号
︶
に
お
い
て

江
津
市
で
予
定
さ
れ
て
い
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

に
対
し
安
定
的
に
木
材
チ
ッ

プ
を
供
給
す
る
た
め
の
敷
地

拡
大
と
施
設
整
備
の
計
画
で

あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い

ま
し
た
。

　

建
築
物
を
建
て
る
目
的

で
、
一
定
規
模
以
上
の
面
積

の
土
地
造
成
︵
切
土
・
盛
土

等
︶
や
農
地
転
用
な
ど
、
土

地
の
区
画
や
形
質
を
変
更
す

る
場
合
に
は
、
町
や
県
と
開

発
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
、
９
月
３

日
に
行
っ
た
土
地
利
用
調
整

会
議
の
場
で
、
島
根
県
都
市

計
画
課
よ
り
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
開
発
許
可
が
必
要

で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ

れ
、
９
月
10
日
に
予
定
し
て

い
た
造
成
工
事
入
札
は
中
止

し
ま
し
た
。

　

開
発
許
可
ま
で
に
は
相
当

の
期
間
を
要
す
る
の
で
、
今

年
度
中
の
事
業
完
了
は
不
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
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「
邑
南
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定

町
産
木
材
の
利
用
が
増
加

基本理念

いじめの防止等の対策は、すべての児童生徒がいじめを行わず、いじめを認識しながら放置しないことを旨とします。
いじめの定義

「いじめ」とは、児童生徒に対して、その子が在籍する学校に在籍している等、その子と一定の人的関係にある他の子が行う心

理的または物理的な影響を与える行為。その行為の対象となった子が心身の苦痛を感じているものをいいます。

学校への支援

いじめ問題対策連

絡協議会

研修の充実

いじめストップネット

ワーク会議

（いじめ対応窓口）

いじめ防止等の対

策のための組織
（複数の教員で対応･･ケース

により外部専門家も）

いじめ防止等に対す

る取り組み等

・定期的アンケート調査

・保小中高の連携と子ども

同士の人間関係の把握

・全校集会、学級活動での

いじめ防止啓発
保護者

・親子間のコミュニケーション

・家庭での教育

子どもの見

守り

学校、教育委員
会、福祉課、児童
相談所、法務局、
警察等で構成
事務局は教育委員会

総務課、福祉課、保健
課、町民課、学校教育
課、生涯学習課
事務局は教育委員会

警察、児童相談所、医療

機関、法務局、民生児童

委員協議会、他関係機関

子どもの地域行事

参加促進

児童生徒

いじめを放置

しない

調査組織の設置
弁護士、精神科
医、学識経験者、
心理・福祉の専門
家など

町産内装木材を使用した住宅

　

町
は
こ
の
た
び
﹁
邑
南
町

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
﹂
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針

は
、
国
・
県
が
示
し
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
町
と
し
て

の
い
じ
め
防
止
対
策
を
、
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
に
策
定
し
た
も
の

で
、
子
ど
も
と
保
護
者
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
町
民
に

対
し
て
示
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
で
﹁
い
じ
め
﹂
と

　

町
で
は
、
町
産
木
材
の
利

用
拡
大
の
た
め
、
町
産
材

を
利
用
し
た
住
宅
建
設
に

対
し
て
助
成
を
す
る
﹁
邑

南
の
木
の
家
づ
く
り
支
援

事
業
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

内
装
材
に
町
産
材
を
利
用

し
た
場
合
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

助
成
単
価
は
、
使
用
面
積

１
㎡
当
た
り
、
床
材
は
２
千

円
で
そ
の
他
の
部
分
は
１
千

円
で
す
。
漆
喰
ボ
ー
ド
を
使

用
し
た
場
合
は
１
㎡
あ
た
り

３
千
円
の
助
成
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
な
お
１
棟
当
た
り

の
助
成
額
は
、
下
限
は
３
万

円
以
上
で
、
上
限
は
10
万
円

で
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
こ
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま

で
は
年
間
数
件
の
実
績
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本

年
は
す
で
に
10
件
の
要
望
が

あ
り
９
月
定
例
会
で
予
算
の

増
額
を
し
ま
し
た
。

　

要
望
が
増
え
た
理
由
は
、

要
綱
改
正
に
よ
り
新
築
、
増

築
以
外
に
改
築
の
場
合
も
対

象
と
な
っ
た
こ
と
と
地
元
業

者
に
も
制
度
が
浸
透
し
、
町

産
材
の
利
用
を
施
主
さ
ん
に

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
の
新
築
及
び

増
改
築
に
お
い
て
構
造
材
に

町
産
材
を
含
め
島
根
県
産
木

材
を
使
用
す
る
場
合
は
、
島

根
県
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

あ
う
人
権
意
識
を
育
て
あ

い
、
心
か
よ
う
和
や
か
な
邑

南
町
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
い
じ
め
問

題
対
策
協
議
会
を
組
織
し
、

町
・
学
校
・
地
域
・
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
い
じ

め
問
題
の
課
題
や
対
応
を
共

有
し
ま
す
。
町
の
関
係
部
局

で
は
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し
ま

す
。
窓
口
を
教
育
委
員
会
事

務
局
に
置
き
、
町
と
し
て
い

じ
め
問
題
に
対
応
す
る
方
針

で
す
。

は
﹁
一
定
の
人

間
関
係
に
あ
る

他
の
児
童
生
徒

が
行
う
心
理
的

ま
た
は
物
理
的

な
影
響
を
与
え

る
行
為
で
あ

り
、
当
該
児
童

生
徒
が
心
身
の

苦
痛
を
感
じ
て

い
る
も
の
を
い

う
﹂と
定
義
し
、

い
じ
め
防
止
対

策
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て

﹁
い
じ
め
は
ど

の
子
に
も
起
こ

り
う
る
﹂
こ
と

を
踏
ま
え
、
未

然
防
止
す
る
た

め
に
﹁
い
じ
め

は
決
し
て
許
さ

れ
な
い
﹂
こ
と

を
町
民
一
体
と

な
っ
て
認
識

し
、
お
互
い
の

人
格
を
尊
重
し
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適
切
な
コ
メ
政
策
を
求
め
国
に
意
見
書
を
提
出

　

米
の
需
給
調
整
に
協
力
し
て
い
る
本
町
に
と
っ
て
は
、
本
年
の
米
価
の
大
幅
な
下
落
は
、
農
業
者
の
大
幅
な
収
入
減
少
と
生
産
意
欲
の
低
下
に
つ
な
が
る
大
き
な
問
題
で
す
。

そ
こ
で
、
議
会
で
は
農
業
と
地
域
の
振
興
の
た
め
、
国
に
対
し
て
適
切
な
コ
メ
政
策
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
定
例
会
で
は
、
請
願
が
１
件
と
陳
情
が
１
件
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
た
結
果
、
採
択
す
る
と
と
も
に
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。︵
次
ペ
ー
ジ
参
照
︶

　

コ
メ
の
高
い
在
庫
水
準

は
、
米
価
の
下
落
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
来
年
以
降
の

転
作
面
積
の
拡
大
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
︵
大
屋
光

宏
委
員
長
︶
で
は
、
９
月
16

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、﹁
今

後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
﹂

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
の
古
田
営

農
部
長
よ
り
、
コ
メ
の
需
給

状
況
の
ほ
か
、
ハ
ー
ブ
米
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
飼
料
米
な
ど
の

取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
中
山
間
地

域
の
農
業
振
興
は
、
水
路
・

農
道
な
ど
の
維
持
に
は
多
く

の
農
業
者
が
必
要
で
、
大
規

模
農
業
者
と
小
規
模
農
業
者

が
共
存
で
き
る
施
策
が
、
地

域
の
活
力
を
維
持
す
る
う
え

で
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
、
大
屋
委
員
長

よ
り
提
案
し
、
日
野
原
利
郎

議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
米
価
下
落
は
、
認

定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織

の
み
な
ら
ず
、
農
地
を
守
っ

て
い
る
多
く
の
小
規
模
農
家

に
と
っ
て
も
大
き
な
打
撃
で

あ
る
。
国
の
農
政
は
農
業
・

農
村
の
重
要
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。

　

議
会
と
し
て
強
く
国
に
要

望
す
べ
き
で
あ
り
、
本
意
見

書
に
賛
成
す
る
。

賛
成

意
見
書
を
提
案
す
る

大
屋
産
建
委
員
長

適
切
な
コ
メ
政
策
を
求

め
る
意
見
書

日
野
原
利
郎
議
員

中山間地域の農業振興のための
適切なコメ政策を求める意見書

　２６年産の米価は想定を上回る大きな下落となり、本町をはじ

め生産目標数量を守っている農業者にとっては、大幅な収入減少

となり納得のいかない受け入れ難い状況となっている。

　中山間地域の稲作は、水路・農道の維持および鳥獣害対策など

において農業者の共同作業により成り立つ部分が大きく、多くの

小規模農業者の存在なくして、大規模な効率的な経営体を育成す

ることはできない。

　国は、認定農業者など大規模農業者への所得補償を中心とした

施策に移行しているが、中山間地では、支援の対象とならない小

規模生産者もやりがいを持って稲作に取り組んでもらえる施策を

行うことが、農業振興においても国土保全と地域の活力を維持す

るうえでもたいへん重要である。

　中山間地域の農業振興のため、多くの農業者が共存できるよう

下記のとおり適切なコメ政策を講じることを強く求める。

記

１　「価格と需要・供給の関係」から見て、米の消費と価格が同

　時に下がり続けている近年の状態は異常である。正常な市場状

　態となり、生産意欲が持てる適正な米価水準が維持されるよう

　必要な対策を講じること。

２　過剰在庫の一因は、需給調整を守らない過剰作付けである。

　米価の低下及び円安の進行により、日本のコメは国際競争力が

　増している。大規模生産者のコメの輸出を支援するなど新規市

　場を開拓することにより、国内の需給バランスを維持する施策

　を講じること。

３　飼料米は、食用との混粒防止のための対策に大きな労力を要

　する。中山間地域の多くの生産者が取り組めるよう、施設整備

　などの支援策を講じること。

４　所得補償（収入減少影響緩和対策）を受けるためには、加入

　時の積立金の支払いと、補てん金が交付される翌年６月までの

　運転資金の確保が大きな問題である。農業改善促進資金（スー

　パー S）の貸付対象を収入減少影響緩和対策の対象者も加える

　など、運転資金の融資について対策を講じること。
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補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 139億 9292万円  6億  613万円 145億 9905万円

国 民 健 康 保 険 14億 6102万円 9万円 14億 6111万円

直 営 診 療 所 8003万円 8003万円

後期高齢者医療 3億 7400万円 123万円 3億 7523万円

簡 易 水 道 6億 9042万円 202万円 6億 9244万円

下 水 道 9億 6998万円 15万円 9億 7013万円

電 気 通 信 4億 4873万円 1528万円 4億 6401万円

特 別 会 計 合 計 40億 2418万円 1877万円 40億 4295万円

総　合　計 180億 1710万円 6億 2490万円 186億 4200万円

平成2６年度9月補正

※千円以下を四捨五入で表記のため、実際の額と差異が生じています。

８
つ
の
老
朽
施
設
を
解
体

　

９
月
補
正
予
算
で
は
、
現

在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
老
朽

施
設
の
解
体
事
業
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、﹁
が

ん
ば
る
地
域
交
付
金
﹂
と
し

て
国
か
ら
の
交
付
が
決
定
し

た
１
億
８
千
500
万
円
を
財
源

と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
交

付
金
で
は
、
下
口
羽
地
内
へ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
用
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
５
ペ
ー
ジ
で
も
報

告
し
た
よ
う
に
、
い
こ
い
の

村
耐
震
補
強
事
業
費
が
減
額

さ
れ
、
同
額
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
、
特
定
中
山
間

保
全
事
業
償
還
金
を
繰
り
上

げ
償
還
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
25
年
度
繰
越
金

が
計
上
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て

ら
れ
ま
し
た
。

　

島
根
県
ろ
う
あ
連
盟
︵
廣

戸
勉
連
盟
長
︶
よ
り
、
手
話

言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
陳

情
が
あ
り
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
手

話
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
と
し
て
大
切
に
守
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
ろ
う
学

校
で
は
、
手
話
は
禁
止
さ

れ
、
社
会
で
は
手
話
を
使
う

こ
と
で
差
別
さ
れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
18
年
に
採

択
さ
れ
た
国
連
の
障
害
者
権

利
条
約
に
は
﹁
手
話
は
言
語

で
あ
る
﹂
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
に

改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法

で
は
、﹁
全
て
障
害
者
は
、

可
能
な
か
ぎ
り
、
言
語
︵
手

話
含
む
︶
そ
の
他
の
意
思
疎

通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て

の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ

る
﹂
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

︵
石
橋
純
二
委
員
長
︶
で
協

議
し
た
結
果
、
聴
覚
障
害
の

あ
る
子
ど
も
が
手
話
を
学

び
、
自
由
に
使
え
る
よ
う
、

さ
ら
に
手
話
を
言
語
と
し
て

普
及
研
究
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
は
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
本
陳
情
を
採
択
と

し
ま
し
た
。

　

議
会
で
も
全
員
賛
成
で
陳

情
を
採
択
し
、
国
に
対
し
て

手
話
言
語
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
陳
情
・
意
見
書

﹁
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
﹂

を
求
め
る
請
願
・
意
見
書

　

子
育
て
、
医
療
・
介
護
な

ど
の
社
会
保
障
、
環
境
対
策

な
ど
地
方
公
共
団
体
の
担
う

役
割
は
年
々
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
財

政
諮
問
会
議
で
は
、
法
人
実

行
税
率
の
見
直
し
や
償
却
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減

免
が
議
論
さ
れ
る
な
ど
、
地

方
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
見

合
っ
た
財
源
総
額
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
職
員

連
合
労
働
組
合
︵
田
村
成
生

委
員
長
︶
か
ら
、
地
方
交
付

税
算
定
の
改
善
等
の
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

請
願
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
︵
亀
山

和
巳
委
員
長
︶
で
審
査
の
結

果
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
継
続
の
た
め
に
、
安

定
的
か
つ
町
の
実
状
に
見

合
っ
た
財
源
確
保
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
本
請
願
は
採

択
と
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
も
全
員
賛
成
で
請

願
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

合
併
10
年
を
迎
え
る
本
町

で
は
、
今
後
、
交
付
税
算
定

の
特
例
期
間
が
終
了
す
る
こ

と
も
あ
り
今
後
の
財
源
確
保

は
特
に
大
き
な
課
題
で
あ
る

た
め
、
国
に
対
し
、
来
年
度

の
地
方
財
政
計
画
・
地
方
交

付
税
総
額
の
決
定
に
当
た
っ

て
は
国
と
地
方
で
十
分
協
議

す
る
よ
う
に
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
を
提
案
す
る

亀
山
総
務
委
員
長

意
見
書
を
提
案
す
る

石
橋
教
民
委
員
長

　

７
月
２
日

　
　

地
域
包
括
ケ
ア

　
　

病
棟
と
は

　

邑
智
病
院
は
、
一
般
病
棟

の
一
部
を
﹁
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
﹂
と
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
一
般
病
棟
へ
の
入
院
が

困
難
と
な
る
状
況
が
発
生
し

な
い
か
。
ま
た
、
地
域
の
医

療
機
関
や
関
係
者
へ
の
説
明

は
十
分
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

回
復
期
を

　
　

担
う
病
棟

　

10
月
か
ら
一
般
病
床
98
床

の
う
ち
41
床
を
﹁
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
﹂
と
す
る
。
一
般

病
床
と
し
て
の
許
可
は
変
わ

ら
な
い
の
で
、
98
床
全
体
で

バ
ラ
ン
ス
良
く
患
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
入

院
日
数
は
、
上
限
は
60
日
ま

で
で
あ
り
、
療
養
病
棟
と
は

異
な
る
。
回
復
期
を
担
う
病

棟
は
必
要
で
あ
り
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
運
用
し
て

い
き
た
い
。

書
面
質
問

石
橋
純
二　

議
員

問答
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議員の議席番号表

議席 議　員　名 議席 議　員　名
１ 大　和　磨　美 10 日野原　利　郎
２ 瀧　田　　　均 11 清　水　優　文
３ 平　野　一　成 12 辰　田　直　久
５ 和　田　文　雄 13 亀　山　和　巳
６ 宮　田　　　博 14 石　橋　純　二
７ 漆　谷　光　夫 15 三　上　　　徹
８ 大　屋　光　宏 16 山　中　康　樹
９ 中　村　昌　史 （議席順）

9月定例会
議案の
  ゆくえ

賛否のわかれた議案

議　　　案 反対した議員 賛成した議員

町一般会計補正予算
第３号

⑮ ①～⑭

区分 議案の内容 賛成 反対 結果

人
事

　人権擁護委員候補者の推薦
　　　　　　　　嶋渡　昭壯　氏

14 0
承
認　人権擁護委員候補者の推薦

　　　　　　　　光田　雅巳　氏
14 0

25
年
度
決
算
認
定

　町一般会計決算 14 0

認
定

　町国民健康保険事業特別会計決算 14 0
　町国民健康保険直営診療所事業特別会
　計決算

14 0

　町後期高齢者医療事業特別会計決算 14 0

　町簡易水道事業特別会計決算 14 0

　町下水道事業特別会計決算 14 0

　町電気通信事業特別会計決算 14 0

条
例

　町営バス条例の一部改正 14 0

可
決

　町福祉事務所設置条例の一部改正 14 0

　町生活排水処理施設条例の一部改正 14 0

そ
の
他

　町過疎地域自立促進計画の一部変更 14 0

　工事請負契約の締結 14 0

　町道路線の廃止 14 0

　町道路線の認定 14 0
　「男女共同参画推進の町」を宣言する
　こと

14 0

26
年
度
補
正
予
算

　町一般会計補正予算第３号 13 1
　町国民健康保険事業特別会計補正予算
　第２号

14 0

　国民健康保険直営診療所事業特別会計
　補正予算第２号

14 0

　町後期高齢者医療事業特別会計補正予
　算第１号

14 0

　町簡易水道事業特別会計補正予算第２号 14 0

　町下水道事業特別会計補正予算第２号 14 0

　町電気通信事業特別会計補正予算第２号 14 0
請
願･

陳
情

　「地方財政の充実・強化」を求める請願 14 0
採
択　手話言語法制定を求める意見書の提出

　を求める陳情
14 0

発
議

　地方財政の充実・強化を求める意見書
　の提出

14 0

可
決　手話言語法の制定を求める意見書の提出 14 0

　中山間地域の農業振興のための適切なコ
　メ政策を求める意見書の提出

14 0

９ 月 定 例 会 採 決 の 結 果

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
19
日

ま
で
の
12
日
間
に
わ
た
っ
て
開
き
、
25
年

度
決
算
の
認
定
や
、
26
年
度
会
計
の
補
正

予
算
な
ど
、
町
長
提
案
24
議
案
、
請
願
１

件
、
陳
情
１
件
、
発
議
３
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

連
合
常
任
委
員
会
で
の
決
算
審
査
、
議

案
の
質
疑
、
各
常
任
委
員
会
で
の
付
託
案

件
の
審
査
を
経
て
、
最
終
日
に
討
論
・
採

決
を
行
い
ま
し
た
。
１
議
案
に
賛
否
が
分

か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
８
名
が
登
壇
し
、
17
日
18

日
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
か

ら
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区分 議案の内容 賛成 反対 結果

その他
　工事請負契約の締結
　　（矢上小学校多目的集会施設建設）

14 0 可
決

7 月 臨 時 会 採 決 の 結 果 7月臨時会
議案の
  ゆくえ
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町長 優先度は高く、 早めに改善したい

大
和
磨
美
議
員

　

各
学
校
か
ら
の
修
繕
要
望

の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
過

去
３
年
間
の
要
望
や
修
繕
実

施
状
況
は
ど
う
か
。

細
貝
学
校
教
育
課
長

　

町
内
11
校
の
学
校
事
務
連

絡
協
議
会
で
施
設
整
備
に
関

し
て
﹁
学
校
設
備
修
繕
カ
ル

テ
﹂
を
作
成
し
て
お
り
、
毎

年
秋
に
町
の
予
算
編
成
方
針

と
教
育
委
員
会
の
留
意
事
項

を
示
し
、
こ
れ
を
も
と
に
各

校
か
ら
優
先
順
位
を
定
め
、

カ
ル
テ
を
添
え
て
予
算
要
求

書
が
提
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を

教
育
委
員
会
で
安
全
性
と
緊

急
性
を
念
頭
に
現
地
踏
査

し
、
町
に
要
求
書
を
提
出
。

財
政
協
議
の
の
ち
、
町
長
査

定
と
な
る
。

　

11
校
と
も
老
朽
化
に
よ
り

毎
年
多
数
の
修
繕
要
望
が
あ

る
。
プ
ー
ル
関
係
や
体
育
館

の
雨
漏
り
、
屋
根
の
修
繕
要

望
は
複
数
校
か
ら
あ
が
っ
て

お
り
、
順
次
対
応
し
て
い
る

が
財
源
不
足
で
す
べ
て
は
実

施
で
き
て
い
な
い
。
過
去
３

年
間
の
要
望
総
額
約
６
億

円
の
う
ち
、
実
施
率
は
47
・

５
％
で
あ
る
。

大
和
議
員

　

例
え
ば
瑞
穂
中
の
体
育
館

屋
根
の
雨
漏
り
は
対
応
の
遅

れ
か
ら
床
板
も
傷
ん
で
い

る
。
病
気
と
同
じ
で
早
め
の

対
応
で
影
響
の
拡
大
は
防
げ

る
。
ま
た
雨
の
日
こ
そ
体
育

館
の
使
用
が
必
要
だ
。
転
倒

例
も
多
数
あ
り
児
童
生
徒
の

事
故
防
止
の
た
め
、
早
期
に

修
繕
せ
よ
。

細
貝
学
校
教
育
課
長

　

緊
急
性
と
安
全
面
を
優
先

し
対
応
す
る
が
財
政
上
厳
し

い
こ
と
は
理
解
願
い
た
い
。

石
橋
町
長

　

体
育
館
雨
漏
り
修
繕
の
優

先
度
は
高
い
と
思
う
。
安
全

面
か
ら
耐
震
化
を
優
先
し
て

き
て
完
了
し
た
。
修
繕
も
財

政
を
考
慮
し
つ
つ
、
早
め
に

改
善
し
た
い
。

　
大
和
議
員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
こ

れ
ま
で
の
実
績
と
定
着
率

は
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
耕
す
シ
ェ
フ
を
は
じ

め
、
目
的
を
絞
っ
た
テ
ー
マ

型
の
研
修
制
度
で
注
目
さ
れ

て
お
り
、
現
在
本
町
に
は
14

名
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
当

課
の
所
管
で
は
平
成
23
年
10

月
か
ら
現
在
ま
で
17
名
受
け

入
れ
て
い
る
。
研
修
中
は
10

名
、
修
了
者
は
７
名
。
修
了

者
７
名
の
う
ち
町
内
定
住
者

は
４
名
。
町
内
定
着
率
は

57
％
で
全
国
平
均
48
％
、
県

内
市
町
村
平
均
38
％
を
上

回
っ
て
お
り
、
定
住
の
成
果

は
あ
る
。

　

定
住
者
４
名
の
う
ち
起
業

準
備
中
は
１
名
で
、
起
業
に

関
し
て
は
若
干
少
な
い
印
象

で
あ
る
。
し
か
し
、
町
内
で

過
去
３
年
間
に
24
名
の
食
と

農
の
起
業
家
が
誕
生
し
た
こ

と
は
、
良
い
波
及
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。

大
和
議
員

　

町
民
に
は
﹁
隊
員
が
根
付

い
て
い
な
い
﹂
と
の
声
も
あ

る
。
研
修
修
了
後
に
隊
員
が

起
業
し
町
に
残
る
に
は
、
地

域
と
の
人
的
つ
な
が
り
や
受

け
入
れ
る
側
の
体
制
、
フ
ォ

ロ
ー
す
る
制
度
も
必
要
。
隊

員
を
地
域
担
当
制
に
し
て
自

治
会
や
公
民
館
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地

域
に
溶
け
込
む
き
っ
か
け
に

し
て
は
ど
う
か
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

提
案
も
含
め
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

検
討
す
る
。

石
橋
町
長

　

総
務
省
で
は
研
修
修
了
後

の
隊
員
が
起
業
す
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
も
検
討
中
と

の
こ
と
で
期
待
し
た
い
。

　

大
和
議
員
は
、
米
価
下
落

に
対
す
る
緊
急
政
策
と
し

て
、
在
庫
米
を
買
い
入
れ
る

よ
う
町
と
し
て
国
に
求
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

学校施設修繕の早期対応を

いっぱん質問
日　本
共産党 大和磨美 議員

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　

定
着
状
況
は

答

定
着
率
は
良
好

一
定
の
成
果
は
あ
る

そ
の
他
の
質
問
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漆谷光夫 議員

次期総合振興計画に活かす

踏
ま
え
て
本
町
の
将
来
像
を

展
望
で
き
る
計
画
を
今
年
度

着
手
し
、
来
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　

策
定
に
は
10
年
間
の
各
事

業
の
成
果
や
反
省
を
活
か
す

こ
と
が
重
要
だ
。

　

各
課
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
。
審

議
会
な
ど
で
内
容
の
審
議
を

い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
策
定
し
て
い
く
。

漆
谷
議
員

　

合
併
10
年
の
成
果
と
課
題

を
問
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に

基
づ
き
﹁
町
民
参
加
﹂
の
ま

ち
づ
く
り
を
次
の
10
年
に
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の

か
。

石
橋
町
長

　

全
て
を
今
、
検
証
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
重
点
施
策

と
し
て
町
の
周
辺
も
中
心
も

大
事
に
し
、
ど
の
地
区
も
発

展
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
に
沿
っ
て
住
民
参
加
を
進

め
て
き
た
。　

　

当
座
の
懸
案
事
項
も
消
化

し
て
き
た
と
思
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

一
番
大
事
な
住
民
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
つ
一
つ

正
し
く
進
め
て
き
た
か
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
や
行
政
主
導
の
部

分
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
合
併
当
初
は
仕
方
な

か
っ
た
か
と
思
う
が
、
向
こ

う
10
年
は
住
民
参
加
の
精
神

で
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

第
１
次
総
合
振
興
計
画

は
、
国
の
支
援
で
あ
れ
も
こ

れ
も
進
め
て
き
た
が
向
こ
う

10
年
は
財
政
が
厳
し
く
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
住
民

の
方
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
、

で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ

と
を
議
論
し
な
が
ら
28
年
度

か
ら
の
次
期
総
合
振
興
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。
絵
に
か

い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
留

意
し
て
い
く
。

漆
谷
議
員

　

町
木
・
赤
松
は
本
町
の
象

徴
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
の

大
切
な
森
林
資
源
だ
。

　

松
枯
れ
対
策
と
危
険
な
道

路
沿
い
の
倒
木
管
理
に
つ
い

て
問
う
。

合併10周年、 未来に生かす検証を

町長

植
田
農
林
振
興
課
長

　

毎
年
９
月
末
、
町
内
の
松

枯
れ
を
調
査
し
、
新
た
な
松

枯
れ
は
約
１
千
本
強
と
県
へ

報
告
し
て
い
る
。

　

松
の
保
全
保
護
は
過
去
に

薬
剤
の
空
中
散
布
な
ど
を

行
っ
た
が
費
用
対
効
果
や
安

全
性
の
面
で
問
題
が
指
摘
さ

れ
、
薬
剤
注
入
で
対
応
し
て

い
た
が
、
こ
れ
に
も
限
界
が

あ
り
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
い
な
い
。

　

特
定
地
域
︵
景
勝
地
︶
で

く
ん
蒸
や
薬
剤
注
入
を
行
っ

て
き
た
。

土
崎
建
設
課
長

　

道
路
沿
い
の
立
木
の
管
理

責
任
は
基
本
的
に
は
所
有
者

に
あ
る
。
し
か
し
、
道
路
へ

の
倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
状
態

を
放
置
す
る
こ
と
は
道
路
管

理
者
に
も
管
理
責
任
が
及
ぶ

の
で
建
設
課
へ
連
絡
い
た
だ

き
た
い
。
倒
木
等
の
事
故
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
所
有
者

に
伐
採
を
お
願
い
す
る
。
ま

た
、
緊
急
性
が
あ
れ
ば
道
路

管
理
者
で
あ
る
町
が
伐
採
を

検
討
す
る
。

問

松
枯
れ
対
策
と

　
　

道
路
の
倒
木
管
理
は

答

倒
木
の
恐
れ
が
あ
れ
ば

　
　

建
設
課
へ
連
絡
を

漆
谷
光
夫
議
員

　

合
併
10
周
年
は
重
要
な
節

目
で
あ
る
。
未
来
に
向
け
更

な
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
10
年
間

の
取
り
組
み
を﹁
町
民
参
加
﹂

で
検
証
し
、
成
果
と
課
題
を

共
有
し
、
共
に
考
え
、
協
働

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

10
年
間
の
検
証
を
次
の
10

年
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て

い
く
の
か
。

日
高
企
画
財
政
課
長

　

現
在
の
第
１
次
邑
南
町
総

合
振
興
計
画
︵
平
成
18
年
～

平
成
27
年
︶
は
、
合
併
協
議

の
際
に
策
定
さ
れ
た
﹁
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
﹂
を
基
本

と
し
て
、
合
併
後
の
平
成
17

年
度
に
策
定
し
た
。

　

次
期
邑
南
町
総
合
振
興
計

画
は
、
第
１
次
邑
南
町
総
合

振
興
計
画
の
成
果
や
反
省
も
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町長

も
り
﹂
は
31
人
と
な
っ
て
い

る
。﹁
ニ
ー
ト
﹂
に
つ
い
て

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

調
査
の
結
果
に
よ
る
支
援

の
状
況
は
、
何
の
支
援
も
受

け
て
い
な
い
人
が
最
も
多

く
、
必
要
な
支
援
策
と
し
て

は
、
支
援
相
談
窓
口
の
設
置

が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
対
応
と
し
て
は
対

象
者
の
う
ち
18
才
以
上
の
方

に
つ
い
て
は
民
生
児
童
委
員

さ
ん
に
把
握
を
お
願
い
し
、

相
談
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て

は
ケ
ー
ス
会
議
の
開
催
や
保

健
士
師
等
の
訪
問
も
行
っ
て

い
る
。

日
高
保
健
課
長

　

25
年
度
に
保
健
師
が
か
か

わ
っ
た
﹁
ひ
き
こ
も
り
﹂
と

思
わ
れ
る
方
が
７
名
あ
り
、

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

中
村
議
員

　
﹁
ひ
き
こ
も
り
﹂
の
定
義

に
は
合
わ
な
い
が
﹁
ひ
き
こ

も
り
傾
向
﹂
に
あ
る
方
も
あ

る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
も
含

め
て
正
確
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
﹁
ニ
ー
ト
﹂﹁
ひ
き
こ
も

り
﹂
に
つ
い
て
は
本
人
の
努

力
不
足
や
親
の
過
保
護
を
問

題
に
、
批
判
的
な
意
見
も
聞

か
れ
る
が
、
こ
の
法
律
の
根

底
に
は
、
社
会
環
境
の
大
き

な
変
化
に
よ
る
し
わ
寄
せ
が

若
者
に
及
ん
だ
結
果
で
あ
る

と
の
認
識
が
あ
る
。
町
の
認

識
は
。

飛
弾
福
祉
課
長

　

町
と
し
て
支
援
す
べ
き
と

認
識
し
て
い
る
。

中
村
議
員

　

具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て

問
う
。

①
身
近
な
相
談
窓
口
を
町
に

設
置
し
、
専
門
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
の
場
と
せ
よ
。

②
そ
こ
で
の
対
応
年
齢
を
全

年
代
に
拡
大
す
べ
き
だ
。

③
広
範
な
分
野
で
の
支
援
連

携
の
た
め
に
﹁
子
供
・
若
者

支
援
地
域
協
議
会
﹂
の
設
置

を
望
む
。
ま
た
、﹁
邑
南
町

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
﹂
と

の
相
乗
効
果
を
考
え
よ
。

飛
弾
福
祉
課
長

　

①
②
身
近
で
相
談
し
や
す

い
体
制
を
整
え
る
た
め
、
全

年
代
を
対
象
と
し
た
総
合
相

談
窓
口
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。

　

③
協
議
会
は
関
係
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
既
存
の

組
織
等
の
活
用
に
つ
い
て
も

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

細
貝
学
校
教
育
課
長

　

③
こ
の
方
針
は
地
域
を
あ

げ
て
見
守
っ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
、
地
域
の
中
で
見

守
り
、
支
援
す
る
よ
う
な
体

制
が
望
ま
し
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
ス

ム
ー
ス
な
連
携
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
。

中
村
議
員

　
﹁
い
じ
め
﹂
も
﹁
ニ
ー
ト
﹂

﹁
ひ
き
こ
も
り
﹂
も
な
い
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
存

在
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
こ
の
事
実
を
き
ち
ん
と

認
識
し
、
地
域
社
会
全
体
の

課
題
と
し
て
捉
え
、
見
守
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
町
長
の
見
解
を
問
う
。

石
橋
町
長

　

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
の
一

つ
は
、
若
者
と
子
ど
も
が
輝

く
ま
ち
だ
と
考
え
る
。
そ
の

中
で
こ
う
い
う
実
態
が
あ
る

こ
と
は
、
解
決
す
べ
き
大
き

な
テ
ー
マ
だ
と
思
う
。

　

中
村
議
員
は
こ
の
他
に
町

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
の

見
直
し
と
、
職
員
採
用
に
つ

い
て
の
長
期
的
な
計
画
の
策

定
を
提
案
し
ま
し
た
。

「ニート」 「ひきこもり」 に対する支援を

解決すべき大きなテーマと認識している

中
村
昌
史
議
員

　
﹁
ニ
ー
ト
﹂﹁
ひ
き
こ
も
り
﹂

に
つ
い
て
問
う
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
22
年
に
﹁
子
供
・

若
者
育
成
支
援
推
進
法
﹂
が

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に

基
づ
き
、
島
根
県
で
も
来
年

度
か
ら
﹁
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
を
開
設
す

る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
報
道
の
中
で
、
昨

年
11
月
に
県
が
実
施
し
た
実

態
調
査
で
、
県
内
の
ひ
き
こ

も
り
該
当
者
は
１
千
40
人
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に

お
け
る
実
態
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
対

応
を
問
う
。

飛
弾
福
祉
課
長

　

県
が
実
施
し
た
実
態
調
査

で
は
邑
南
町
で
の
﹁
ひ
き
こ

町長

中村昌史 議員

そ
の
他
の
質
問
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旧矢上保育所跡地の活用は

矢上地区のために利用したい

清水優文 議員

石
橋
町
長

　

一
部
借
地
も
あ
る
が
、
歴

史
的
経
緯
も
あ
る
の
で
、
矢

上
の
た
め
に
、
特
に
子
ど
も

の
た
め
に
使
用
し
た
い
思
い

が
あ
る
。

清
水
議
員

　

中
野
グ
ラ
ン
ド
は
総
合
的

グ
ラ
ン
ド
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
等
々

多
種
目
で
利
用
さ
れ
平
成
25

年
度
は
222
件
、
４
千
495
人
、

多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
野
球
、
ソ
フ
ト

を
望
む
。

石
橋
町
長

　

優
先
順
位
の
考
え
方
だ

が
、
先
を
見
据
え
た
戦
略
的

な
も
の
が
あ
れ
ば
優
先
度
も

高
い
。
来
年
度
予
算
に
向
け

て
考
え
て
み
た
い
。

　

清
水
議
員
は
こ
の
他
に
中

山
間
地
域
に
お
け
る
小
・
中

高
一
貫
教
育
体
制
の
導
入
の

検
討
を
と
質
問
。

　

細
貝
学
校
教
育
課
長
は
、

小
と
中
。
中
と
高
の
連
携
教

育
は
実
施
し
て
い
る
が
、
来

年
度
の
中
高
連
絡
会
の
一
つ

の
議
題
と
し
て
調
整
し
た
い

と
答
え
た
。

　

ま
た
、
清
水
議
員
は
米
価

下
落
に
対
し
て
の
支
援
策
は

な
い
か
と
質
問
。

　

石
橋
町
長
は
、
10
月
の
県

へ
の
重
点
要
望
に
盛
り
込

み
、
県
町
村
会
と
し
て
も
国

へ
強
力
に
要
望
し
て
い
き
た

い
と
答
え
た
。

会
等
で
の
練
習
会
場
、
サ

ブ
グ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
利

用
し
て
お
り
、
本
格
的
な
防

球
ネ
ッ
ト
、
金
網
等
の
設
置

を
多
く
の
方
々
か
ら
要
望
さ

れ
て
い
る
が
、
設
置
の
予
定

は
。

能
美
生
涯
学
習
課
長

　

他
施
設
の
修
繕
箇
所
も
あ

り
、
優
先
度
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

清
水
議
員

　

広
島
市
の
リ
ト
ル
リ
ー
グ

が
、
グ
ラ
ン
ド
の
利
用
の
な

い
日
の
練
習
会
場
に
利
用
依

頼
が
あ
る
よ
う
だ
。
矢
上
高

校
へ
の
入
学
希
望
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
早
急
に
設
置

清
水
優
文
議
員

　

矢
上
地
区
に
あ
る
﹁
た
け

の
こ
学
級
﹂
の
移
転
に
つ
い

て
、
以
前
日
和
地
区
か
ら
移

転
誘
致
の
要
望
が
あ
り
、
そ

の
後
、
教
育
委
員
会
で
整
備

方
針
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
旧
矢
上
保

育
所
、
石
見
中
学
校
寄
宿

舎
、
瑞
穂
・
石
見
中
学
校

プ
ー
ル
等
々
、
老
朽
施
設
解

体
事
業
案
が
上
程
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
旧
矢
上
保
育

所
跡
地
に
移
転
し
て
は
ど
う

か
。

細
貝
学
校
教
育
課
長

　

昨
年
、
教
育
委
員
会
で
は

方
針
の
概
要
を
ま
と
め
て
い

る
が
、
最
終
的
に
事
業
実
施

に
向
け
て
の
具
体
化
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　

財
源
確
保
等
方
向
が
整
理

さ
れ
れ
ば
、
こ
の
場
所
も
含

め
議
会
に
諮
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
現
段
階
で

町
内
の
児
童
生
徒
の
﹁
た
け

の
こ
学
級
﹂
へ
の
通
級
は
な

い
。

清
水
議
員

　

旧
矢
上
保
育
所
跡
地
は

2
千
900
㎡
あ
ま
り
の
広
さ
が

あ
り
、
町
の
中
央
部
に
位
置

し
て
い
る
が
、
解
体
後
他
に

利
用
計
画
が
あ
る
か
。

問

中
野
グ
ラ
ン
ド
の

　
　

施
設
整
備
を

町長

答

来
年
度
に
向
け
て

　

考
え
て
み
た
い

そ
の
他
の
質
問

ボ
ー
ル
で
の
利

用
時
に
お
い
て

現
在
簡
単
な
防

球
ネ
ッ
ト
が
設

置
さ
れ
て
は
い

る
が
、
ボ
ー
ル

が
グ
ラ
ン
ド
以

外
に
飛
び
出
し

支
障
が
あ
る
。

駐
車
場
、
道
路

も
近
く
に
あ
り

危
険
だ
。

　

中
学
校
の
県

大
会
、
高
校
野

球
石
見
地
区
大

解体が決まった旧矢上保育所
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コメ作りの未来は

消費者を意識することが重要

大屋光宏 議員

大
屋
議
員

　

生
協
ひ
ろ
し
ま
と
の
取
引

の
根
幹
は
、
人
と
物
の
交
流

で
あ
る
。
交
流
が
あ
る
こ
と

は
、
コ
メ
の
取
引
が
有
利
に

進
む
。
ま
た
、
生
産
現
場
で

は
、
消
費
者
を
意
識
し
た
生

産
が
で
き
、
生
産
意
欲
が
高

ま
る
。

　

今
後
の
都
市
と
の
交
流
施

策
は
。

石
橋
町
長

　

生
協
ひ
ろ
し
ま
だ
け
で
な

く
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
。
大
学
と

の
提
携
や
修
学
旅
行
の
誘
致

な
ど
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
交
流
を
深
め
、
町
の
農

産
物
を
食
べ
て
も
ら
う
機
会

を
増
や
し
た
い
。
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
活
発
に
な
れ
ば
コ
メ
を

売
る
チ
ャ
ン
ス
も
増
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
地
方
の
自

主
的
な
活
動
を
支
え
る
た

め
、
全
国
町
村
会
で
は
国
に

対
し
て
﹁
農
村
価
値
創
生
交

付
金
﹂
の
創
設
を
求
め
て
い

る
。

大
屋
議
員

　

中
山
間
地
域
で
は
、
水
路

の
維
持
な
ど
共
同
作
業
も
多

く
、
多
く
の
農
業
者
が
共
存

す
る
こ
と
で
コ
メ
作
り
が
成

り
立
っ
て
い
る
。
議
会
で

は
、
国
に
対
し
中
山
間
地
域

の
特
性
を
理
解
し
た
コ
メ
政

策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
考
え
て
い
る
。

　

町
長
は
、
県
の
町
村
会
長

と
し
て
国
に
対
し
ど
の
よ
う

な
ス
タ
ン
ス
で
要
望
を
す
る

考
え
か
。

石
橋
町
長

　

中
山
間
地
域
の
農
業
は
国

土
保
全
の
役
割
も
あ
る
。
農

地
の
集
積
も
必
要
で
あ
る

が
、
家
族
経
営
の
農
業
も
考

慮
し
た
施
策
を
要
望
す
る
。

大
屋
議
員

　

町
は
、﹁
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
の
ま
ち
﹂
宣
言
を

す
る
。
男
女
共
同
参
画
社
会

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
の
か
。

石
橋
町
長

　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
原
動
力
は
、
女
性
の
活
躍

で
あ
る
。
今
以
上
に
、
男
女

共
同
参
画
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
が
、
特
に
、
女
性
の
起

業
家
を
支
援
し
た
い
。
審
議

会
で
の
女
性
の
割
合
も
ま
だ

低
い
。
女
性
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
、
意
見
を
聞
き
な
が

ら
民
間
ベ
ー
ス
で
進
め
た

い
。

大
屋
光
宏
議
員

　

米
価
が
大
き
く
下
落
し
、

生
産
者
の
意
欲
が
衰
退
し
て

い
る
。

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
稲

作
は
農
業
施
策
・
地
域
振
興

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
町

は
、
コ
メ
作
り
の
魅
力
を
ど

の
よ
う
に
引
き
出
し
て
い
く

か
。

植
田
農
林
振
興
課
長

　

コ
メ
の
消
費
は
年
々
減
っ

て
い
る
が
、
需
要
自
体
は
十

分
に
あ
る
。
自
分
た
ち
は
ど

う
い
っ
た
消
費
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
コ
メ
を
作

り
、
販
売
し
て
い
く
の
か
と

い
っ
た
意
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

大
屋
議
員

　

ハ
ー
ブ
米
は
生
協
ひ
ろ
し

ま
と
取
引
が
あ
り
、
需
要
に

対
し
て
供
給
が
追
い
付
か
な

い
状
況
で
あ
る
。
ハ
ー
ブ
米

は
消
費
者
を
意
識
し
た
生
産

が
で
き
る
コ
メ
で
あ
る
。
生

協
ひ
ろ
し
ま
で
ハ
ー
ブ
米
が

売
れ
る
理
由
は
。

植
田
農
林
振
興
課
長

　

石
見
町
時
代
か
ら
30
年
に

わ
た
る
人
と
農
産
物
の
交
流

で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

課長

問

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　

推
進
策
は

答

女
性
グ
ル
ー
プ
を
作
り

　
　

民
間
ベ
ー
ス
で

生協ひろしまとの稲刈り交流会
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終了後の起業支援を国に要望する

和田文雄 議員

和
田
文
雄
議
員

　

本
町
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
協
力
隊
員
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度

の
目
的
は
定
住
・
定
着
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
に
貢
献
す

る
。
こ
の
制
度
の
現
状
、
定

住
状
況
、
成
果
、
ま
た
課
題

に
つ
い
て
問
う
。　

日
高
商
工
観
光
課
長

　

商
工
観
光
課
で
所
管
し
て

い
る
協
力
隊
員
は
10
名
。
23

年
度
か
ら
、
17
名
の
隊
員
を

受
け
入
れ
、
研
修
修
了
者
７

名
の
う
ち
、
町
内
定
住
者
４

名
、
転
出
者
３
名
で
あ
る
。

町
内
定
住
率
57
％
と
定
住
の

観
点
で
は
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

目
的
に
沿
っ
た
、
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

植
田
農
林
振
興
課
長

　

協
力
隊
員
４
名
。
い
ず
れ

も
今
年
４
月
か
ら
﹁
ア
グ
サ

ポ
隊
﹂
で
研
修
中
で
あ
る
の

で
、
定
住
に
関
す
る
実
績
は

な
い
。

石
橋
町
長

　

現
在
の
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
14
名
の
定
着
率
は
、

期
待
で
き
る
。

　

起
業
の
た
め
、
国
は
３
年

終
了
後
の
手
当
助
成
を
考
え

て
い
る
。
国
に
強
力
に
お
願

い
し
て
い
き
た
い
。

和
田
議
員

　

隊
員
受
け
入
れ
は
、
他
の

課
で
も
受
け
入
れ
を
検
討
す

る
べ
き
と
思
う
。

石
橋
町
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
お

願
い
す
る
こ
と
は
、
地
域
の

困
り
ご
と
を
助
け
て
い
た
だ

く
こ
と
で
あ
る
。
福
祉
、
教

育
の
分
野
に
お
い
て
も
増
や

し
て
い
き
た
い
。

和
田
議
員

　

協
力
隊
員
を
増
や
し
た
場

合
、
町
財
政
へ
の
影
響
は
。

日
高
企
画
財
政
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

は
、
特
別
交
付
税
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
特

別
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

で
は
捕
捉
で
き
な
い
特
別
な

能
と
考
え
る
。

和
田
議
員

　

邑
南
町
空
き
家
改
修
事
業

に
つ
い
て
、
入
居
者
が
決
定

し
て
い
な
く
て
も
補
助
事
業

の
対
象
に
す
る
よ
う
、
制
度

改
正
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

原
定
住
促
進
課
長

　

個
人
で
は
な
く
、
集
落
振

興
、
地
域
振
興
の
観
点
の
上

で
地
域
の
皆
さ
ん
で
計
画
実

行
し
て
い
る
団
体
等
、
早
急

な
入
居
者
の
決
定
の
可
能
性

が
あ
れ
ば
、
今
後
検
討
す
る

余
地
は
あ
る
。

和
田
議
員

　

地
域
ご
と
の
、
ニ
ー
ズ
に

則
し
た
定
住
施
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

石
橋
町
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情

に
合
っ
た
施
策
を
交
付
金
と

し
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

町長

　定着率を高めるための努力を

地区名
公営 特定公共賃 若者定住 ＵＩターン 公社住宅

戸数 空室 戸数 空室 戸数 空室 戸数 空室 戸数 空室
羽
須
美

阿須那 10 0 2 0

口　羽 16 3 4 0 4 0

瑞　

穂

市　木 11 0 4 0

田　所 89 3 16 0 16 0

出　羽 58 6 10 0

高　原 26 3 6 0 4 0

石　

見

井　原 8 0 8 0

中　野 38 0 8 0

矢　上 111 3 4 0 6 0

日　貫 7 1 4 1

日　和 7 2

合　計 381 21 30 0 20 1 4 0 42 0

公営住宅の戸数と空室状況

財
政
需
要
を
考
慮
し
て
算
定

さ
れ
、
す
べ
て
を
網
羅
さ
れ

る
か
は
不
明
で
あ
り
、
不
足

す
る
場
合
も
あ
る
。

　

予
算
編
成
時
の
一
般
財
源

の
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、

特
別
交
付
税
の
対
象
事
業
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

和
田
議
員

　

定
住
対
策
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
﹁
住
宅
﹂
対
策

に
つ
い
て
、
町
内
の
賃
貸
住

宅
の
地
区
別
戸
数
、
空
き
家

の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

土
崎
建
設
課
長

　

町
内
に
は
、
町
営
住
宅
477

戸
あ
る
。

原
定
住
促
進
課
長

　

民
間
賃
貸
住
宅
は
、
８
業

者
が
管
理
す
る
13
棟
71
室
が

あ
り
、
空
き
室
は
無
い
と
聞

い
て
い
る
。

和
田
議
員

　

若
年
層
が
町
営
住
宅
に
一

極
集
中
し
て
い
る
。
複
式
学

級
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も

分
散
配
置
す
る
こ
と
で
、
変

わ
っ
て
く
る
。
住
宅
の
政
策

を
転
換
す
べ
き
だ
。

土
崎
建
設
課
長

　

場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は

邑
南
町
町
営
住
宅
管
理
条
例

に
規
定
が
あ
り
、
条
件
が
整

え
ば
町
営
住
宅
の
建
設
も
可

地域おこし協力隊
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農村価値創生交付金を要望

亀山和巳 議員

い
き
た
い
。

  

主
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

発
展
の
た
め
に
、
担
い
手
を

都
市
か
ら
地
方
へ
呼
び
込
む

方
法
と
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
の
拡
充
を
求

め
、
活
用
を
図
り
た
い
。

  

ま
た
、
全
国
町
村
会
で
は

﹁
農
村
価
値
創
生
交
付
金
﹂

と
い
う
名
前
で
、
地
域
の
役

割
を
評
価
し
、
実
情
に
応
じ

た
交
付
金
制
度
を
創
設
す
る

よ
う
国
に
求
め
て
い
る
。

  

ま
た
、
子
ど
も
は
社
会
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
理
念
か

ら
す
る
と
、
子
育
て
施
策
は

地
方
自
治
体
間
の
競
争
で
は

な
く
、
国
の
責
任
と
し
て
国

が
す
べ
て
の
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

亀
山
議
員

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

へ
燃
料
を
供
給
す
る
た
め

に
、
計
画
中
の
木
質
チ
ッ
プ

製
造
施
設
は
、
こ
の
事
業
を

き
っ
か
け
と
し
て
林
業
創
生

が
で
き
な
い
か
。

石
橋
町
長

　

本
町
の
最
大
資
源
は
山
林

で
あ
り
、
江
津
市
、
松
江
市

に
で
き
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
は
好
機
到
来
の
感
が

あ
る
。
山
を
フ
ル
活
用
し
、

チ
ッ
プ
と
し
て
燃
料
を
供
給

す
る
こ
と
で
、
雇
用
の
確
保

に
も
な
り
、
山
の
循
環
が
可

能
に
な
る
こ
と
で
、
災
害
抑

制
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

大
事
業
で
は
あ
る
が
、
町

の
行
く
末
を
考
え
る
と
、
ぜ

ひ
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
と
考
え
て
い
る
。

亀
山
議
員

　

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
の
交
付
金
を
受
け
る
事
務

処
理
が
困
難
な
集
落
に
、
自

治
会
担
当
職
員
の
支
援
は
で

き
な
い
か
。

植
田
農
林
振
興
課
長

  

４
期
対
策
で
は
、
推
進
交

付
金
で
臨
時
職
員
を
雇
用

し
、
事
務
が
で
き
る
。

石
橋
町
長

  

全
国
町
村
会
で
は
、
交
付

金
と
は
別
枠
で
地
域
農
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

亀
山
議
員

　

周
辺
地
域
対
策
と
し
て
、

公
民
館
で
住
民
票
等
の
証
明

書
発
行
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
窓
口
と
し
て
活
用
す
る

方
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

種
町
民
課
長

　

周
辺
自
治
体
で
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
職

員
が
常
駐
す
る
こ
と
や
教
育

委
員
会
と
事
務
委
任
の
協
議

が
必
要
だ
。
公
民
館
の
社
会

教
育
推
進
へ
の
支
障
や
機
能

低
下
が
生
じ
な
い
こ
と
が
前

提
で
あ
り
、
事
例
調
査
し
研

究
し
た
い
。

能
美
生
涯
学
習
課
長

  

公
民
館
は
社
会
教
育
の
重

要
な
拠
点
で
あ
る
。

  

住
民
票
交
付
と
い
う
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
に
は

慎
重
な
審
議
が
必
要
だ
。

亀
山
議
員

  

邑
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
し
、
第

２
次
総
合
振
興
計
画
策
定
の

助
言
を
求
め
る
と
い
う
、
日

本
総
合
研
究
所
主
席
研
究

員
、
藻も
た
に
　
こ
う
す
け

谷
浩
介
氏
は
計
画
策

定
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。

石
橋
町
長

　

総
合
振
興
計
画
策
定
で
向

こ
う
10
年
を
見
通
す
に
は

我
々
の
知
恵
の
限
界
を
超
え

る
感
が
あ
る
。
先
進
的
な
考

え
で
里
山
に
理
解
が
深
く
、

地
域
の
隅
々
ま
で
、
日
本
の

未
来
を
解
っ
て
お
ら
れ
る
藻

谷
さ
ん
の
考
え
を
、
計
画
の

理
念
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

そ
し
て
計
画
を
町
民
と
の
議

論
の
中
で
具
体
化
し
て
い
き

た
い
。

亀
山
和
巳
議
員　
　
　
　
　

　

第
２
次
安
倍
内
閣
は
、
地

方
創
生
を
大
き
な
柱
に
掲
げ

始
動
し
た
。
石
破
地
方
創
生

担
当
大
臣
は
、
地
方
の
自
発

的
な
取
り
組
み
が
支
援
の
前

提
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

地
方
創
生
の
動
き
に
対
す

る
石
橋
町
政
の
方
針
を
問
う
。

石
橋
町
長

  

増
田
レ
ポ
ー
ト
が
出
て
、

国
で
は
地
方
創
生
の
動
き
が

始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前
か

ら
、
邑
南
町
は
日
本
一
の
子

育
て
村
や
Ａ
級
グ
ル
メ
の
定

住
対
策
を
取
っ
て
き
た
。
こ

の
こ
と
は
独
自
な
先
進
事
例

と
し
て
全
国
ベ
ー
ス
で
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
中
核
都
市

構
想
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
が
知
恵
を
出
せ
る

仕
組
み
作
り
を
国
に
求
め
て

町長

地方創生でステップアップを
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リーダーの養成が重要

て
い
く
に
は
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
国
へ
の
予
算
要
求
も
視

野
に
、
町
で
も
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

辰
田
議
員

　

②
自
治
会
館
等
の
整
備
促

進
と
町
営
住
宅
や
上
下
水
道

の
民
間
管
理
の
考
え
は
な
い

か
。

原
定
住
促
進
課
長

　

財
政
的
な
面
も
あ
る
が
、

地
域
ご
と
の
条
件
も
異
な

り
、
修
繕
等
の
補
助
要
件
の

変
更
は
難
し
い
。

朝
田
水
道
課
長

　

整
備
は
ほ
と
ん
ど
完
了
し

て
い
る
が
、
町
の
直
営
管
理

で
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
事

業
計
画
も
踏
ま
え
、
効
率
的

な
運
営
を
検
討
し
た
い
。

辰
田
議
員

　

教
科
書
的
な
考
え
だ
け
で

な
く
﹁
食
﹂
を
中
心
と
す
る

な
ら
、
も
っ
と
積
極
的
か
つ

効
果
的
な
対
策
を
打
ち
出
し

て
、
町
の
活
性
化
と
町
民
の

所
得
意
欲
の
向
上
、
就
労
機

会
の
拡
大
に
繋
が
る
よ
う
な

事
業
展
開
が
重
要
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

④
分
庁
方
式
の
再
点
検
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
に
、
行
政
組
織
再
編
の
必

要
性
は
な
い
か
。

藤
間
総
務
課
長

　

今
後
も
支
所
は
本
所
と
連

携
の
も
と
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
格
差
が
起
き
な
い

よ
う
に
対
応
し
た
い
。

辰
田
議
員

　

元
気
館
内
に
あ
る
課
な

ど
、
行
政
機
能
の
分
散
は
効

率
的
で
あ
る
か
。
ま
た
、
危

機
管
理
課
の
職
員
数
は
妥
当

か
。

桑
野
副
町
長

　

現
在
の
体
制
は
、
旧
３
町

村
の
合
併
協
議
に
よ
っ
て
決

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
教
育

や
保
健
分
野
は
地
理
的
に
も

中
央
に
あ
る
方
が
効
果
的
で

あ
る
。
危
機
管
理
は
、
担
当

課
だ
け
で
な
く
全
体
で
対
応

し
て
い
る
。

土
崎
建
設
課
長

　

公
営
の
住
宅
管
理
を
民
間

が
行
う
例
は
ま
だ
な
い
と
思

う
。
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て

検
討
し
た
い
。

辰
田
議
員

　

③
町
の
核
と
な
る
産
業
振

興
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
か
。

日
高
商
工
観
光
課
長

　

町
の
産
業
構
造
の
中
に
お

い
て
、
農
林
商
工
が
強
く
連

携
し
、
地
元
購
買
率
を
上

げ
、
町
外
か
ら
の
収
入
も
増

や
し
て
雇
用
の
拡
大
に
も
繋

げ
た
い
。

植
田
農
林
振
興
課
長

　

特
に
、
農
林
業
は
他
町
に

な
い
強
み
が
あ
り
、
町
の
財

産
と
し
て
発
展
的
に
生
か
し

た
い
。

辰
田
直
久
議
員

　

合
併
後
10
年
が
経
過
し
た

が
、
財
政
的
に
も
人
口
や
世

代
構
成
の
予
想
に
お
い
て
も

不
安
な
将
来
で
あ
る
。

　

町
民
主
役
の
今
後
の
町
づ

く
り
に
つ
い
て
、
次
の
４
点

に
つ
い
て
問
う
。

　

①
事
業
効
果
の
向
上
を
目

的
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を

育
て
る
取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

日
高
企
画
財
政
課
長

　

財
政
状
況
は
厳
し
く
な
る

が
振
興
計
画
の
策
定
に
町
民

の
参
画
を
い
た
だ
き
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
た

い
。

辰
田
議
員

　

邑
南
町
は
町
外
へ
の
発
信

力
は
高
い
が
、
町
内
に
活
気

が
生
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

行
政
・
議
会
・
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
事
業

発
案
の
た
め
に
共
同
で
の
視

察
や
研
修
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

原
定
住
促
進
課
長

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再

生
事
業
を
中
心
に
、
地
域
ご

と
に
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
を
育

て
活
性
化
し
た
い
。

石
橋
町
長

　

将
来
の
町
や
地
域
を
守
っ

町長

辰田直久 議員

町民主役の町づくりは

「食」をテーマとしたイベント
「食と神楽のフェスタ」（香木の森）
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町
民
参
加
型
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
各
種
団
体
等
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
も
あ
り
、
私
た
ち
町

議
会
議
員
も
全
員
で
出
演
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

屋
外
で
は
江
津
邑
智
消
防
本

部
、
島
根
県
川
本
警
察
署
、
自
衛

隊
島
根
地
方
協
力
本
部
な
ど
の
展

示
と
町
内
各
種
団
体
の
バ
ザ
ー
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

記
念
行
事
の
主
な
支
出
項
目

は
、
水
森
か
お
り
出
演
料
・
邑
南

町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
ビ
デ
オ
作
製

費
用
・
記
念
切
手
代
、
ま
た
舞
台

設
置
な
ど
の
費
用
、
約
384
万
円
の

予
算
額
で
一
般
財
源
を
充
当
し
ま

す
。

　

本
町
は
、
平
成
16
年
旧
３
町
村

が
合
併
し
、
本
年
10
月
１
日
を

も
っ
て
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
だ

10
年
を
祝
う
表
彰
式
典
・
記
念
式

典
及
び
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
、
11
月

１
日
、
２
日
、
邑
南
町
健
康
セ
ン

タ
ー
﹁
元
気
館
﹂
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
﹁
さ
く

ら
ほ
ろ
ほ
ろ
﹂
の
合
唱
披
露
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
オ
オ

ナ
ン
・
シ
ョ
ウ
﹂
の
着
ぐ
る
み
発

表
、
邑
南
町
子
育
て
か
る
た
の
発

表
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

行
わ
れ
ま
す
。

合併10周年記念イベント

農
地
な
ど
の
整
備
に

新
し
い
補
助
制
度

　

平
成
27
年
度
新
規
事
業
と

し
て
﹁
邑
南
町
団
体
基
盤
整

備
促
進
事
業
﹂
が
始
ま
り
ま

す
。　

　

こ
の
事
業
は
、
現
に
農
地

と
し
て
利
用
ま
た
は
保
全
さ

れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
、

耕
作
放
棄
地
化
を
未
然
に
防

止
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
・
農
業
用
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
自
己
負
担
割
合

は
30
％
で
す
。

　

自
己
負
担
金
に
多
面
的
機

能
直
接
支
払
金
の
充
当
は
で

き
ま
せ
ん
が
中
山
間
直
接
支

払
交
付
金
を
充
当
す
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
制
約
が
あ
り

ま
す
の
で
細
部
は
農
林
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

事
業
に
つ
い
て
は
、
き
め

細
や
か
な
基
盤
整
備
︵
定
率

助
成
︶
と
整
備
済
み
農
地
の

簡
易
な
整
備
︵
定
額
助
成
︶

と
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
用
用
排
水
施
設
の
新

設
、
廃
止
又
は
変
更
及
び
安

全
施
設
の
整
備
・
安
全
暗
渠

及
び
補
助
暗
渠
の
新
設
又
は

変
更
・
客
土
、
畑
地
の
層
厚

調
整
工
・
農
用
地
の
区
画
形

質
の
変
更
・
主
と
し
て
農
業

機
械
の
運
行
や
農
業
生
産
活

動
、
農
産
物
の
運
搬
な
ど
に

利
用
す
る
耕
作
道
の
整
備
・

土
地
改
良
施
設
の
連
絡
、
施

設
の
管
理
な
ど
に
利
用
す
る

連
絡
道
の
整
備
な
ど
、
そ
れ

以
外
の
農
用
地
の
改
良
又
は

保
全
の
た
め
に
必
要
な
事
業

で
す
。

　

事
業
実
施
条
件
に
つ
い
て

は
１
か
所
あ
た
り
の
事
業
費

が
10
万
円
以
上
で
、
営
農
上

受
益
戸
数
２
戸
以
上
で
あ
る

こ
と
。
町
が
策
定
す
る
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
範
囲

内
で
あ
る
こ
と
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
と

は
、
対
象
工
種
が
多
様
で
あ

る
こ
と
、
面
積
の
条
件
が
な

く
地
域
の
ニ
ー
ズ
あ
っ
た
き

め
細
か
な
基
盤
整
備
が
可
能

な
こ
と
で
す
。
土
地
改
良
法

手
続
き
、
効
果
算
定
不
要
で

事
務
手
続
き
が
簡
単
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
事
業
が
着
手

で
き
る
新
し
い
補
助
制
度
で

す
。

　

従
来
の
小
規
模
生
産
基
盤

整
備
事
業
と
農
地
有
効
利
用

支
援
整
備
事
業
に
つ
い
て

も
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

きれいに整備された圃場
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視
察
研
修
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

日程 行　先

8月18日 　内閣府

8月19日 　相模原市

視
察
議
員
名

委
員
長

石

橋

純

二

副
委
員
長

中

村

昌

史

委
　
員

辰

田

直

久

〃

漆

谷

光

夫

〃

宮

田

　

博

〃

平

野

一

成

〃

瀧

田

　

均

〃

大

和

磨

美

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

は
８
月
18
日
か
ら
２
泊
３
日

の
行
程
で
関
東
方
面
に
視
察

研
修
に
出
か
け
、
来
年
度
か

ら
始
ま
る
二
つ
の
新
制
度
と

先
進
地
事
例
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。

や
核
家
族
化
が
急
速
に
進
む

中
、
女
性
の
社
会
進
出
に
伴

う
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て

お
り
、
こ
の
新
制
度
は
幼
児

期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
、
認
定
こ
ど
も
園
法
の
一

部
改
正
法
、
児
童
福
祉
法
の

一
部
改
正
等
の
整
備
法
な
ど

関
連
す
る
３
法
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
ポ
イ
ン
ト
は

◎
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚

園
・
保
育
所
共
通
の
給
付

(

施
設
型
給
付)
と
小
規
模
保

育
へ
の
給
付(

地
域
型
保
育

給
付)

の
創
設

◎
幼
保
連
携
型
こ
ど
も
園
の

認
可
や
指
導
監
督
の
一
本
化

◎
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
利

用
者
支
援
と
地
域
拠
点
施
設

の
充
実

等
で
す
。
注
目
す
べ
き
は
地

域
型
保
育
給
付
が
市
町
村
の

認
可
保
育
事
業
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　

新
制
度
で
は
、
主
に
都
市

部
の
待
機
児
童
の
解
消
、
人

口
減
少
地
域
で
は
小
規
模
保

育
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
子

育
て
支
援
機
能
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
支

援
の
先
進
事
例
か
ら
新

制
度
を
検
証

　
　
︻
神
奈
川
県
相
模
原
市
︼

　

神
奈
川
県
の
北
西
部
に
位

置
す
る
相
模
原
市
は
人
口

72
万
人
の
政
令
指
定
都
市
で

す
が
、
生
活
保
護
世
帯
が
多

く
、
受
給
者
は
１
万
３
千
500

人
、
年
間
保
護
費
は
230
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
世
帯
の
内
訳
は
母
子

世
帯
や
単
身
者
な
ど
が
多

く
、
就
労
可
能
世
帯
が
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
﹁
生
活
保
護
自
立
支
援
相

談
員
設
置
要
綱
﹂を
設
置
し
、

自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
厚

労
省
の
支
援
の
も
と
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
施
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
模
原
市
総
合
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
も
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
就
労
に
向
け

て
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

が
原
因
で
高
卒
資
格
の
な
い

ひ
と
の
た
め
の
学
び
直
し
授

業
や
学
校
か
ら
仕
事
へ
の
移

行
を
支
え
る
伴
走
型
支
援
、

仕
事
体
験
な
ど
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
民
間
57
企
業
の
協
力
も

得
て
、
１
千
347
人
が
職
場
実

習
体
験
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

相
模
原
市
の
取
り
組
み
か

ら
、
本
町
の
よ
う
な
中
山
間

地
域
で
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
を
行
う
に
は
、
相
談
事

業
の
充
実
、
民
間
委
託
先
や

財
源
の
確
保
が
課
題
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

相模原市の取り組みを説明される市役所職員

子
ど
も
子
育
て
新
制
度

実
施
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
︻
内
閣
府
︼

　

内
閣
府
を
訪
れ
、
内
閣
府

企
画
官
・
角
田
リ
サ
氏
よ

り
、
来
年
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化

子ども ・ 子育て支援新制度と
生活保護の自立支援を学ぶ

— 19 —　町議会だより おおなん  2014.10.15



　

４
月
よ
り
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
一
人
と
し
て
、
道

の
駅
瑞
穂
内
で
ラ
ー
メ
ン
店

を
任
さ
れ
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
尼
子
亜
紀
彦
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

知
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

広
島
市
内
で
開
催
さ
れ
て

い
た
島
根
フ
ェ
ア
で
た
ま
た

ま
知
り
ま
し
た
。
市
内
の
中

華
料
理
店
に
い
ま
し
た
が
、

以
前
か
ら
田
舎
暮
ら
し
に
憧

れ
て
い
た
の
で
興
味
を
も
ち

ま
し
た
。﹃
耕
す
あ
き
ん
ど
﹄

と
し
て
応
募
し
て
い
た
の
で

す
が
、
た
ま
た
ま
道
の
駅
に

空
き
店
舗
が
あ
る
と
の
こ
と

で
﹃
耕
す
シ
ェ
フ
﹄
と
し
て

店
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

問　

ラ
ー
メ
ン
へ
の
こ
だ
わ

り
は
？

　

麺
は
美
郷
町
産
で
す
が
、

あ
と
の
食
材
は
町
内
産
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
開
発
時
に
地

元
の
お
い
し
い
醤
油
を
知

り
、
醤
油
ラ
ー
メ
ン
に
決
め

ま
し
た
。
ラ
ー
メ
ン
は
お
い

し
け
れ
ば
少
し
遠
く
て
も
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と

思
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

問　

こ
れ
ま
で
畑
を
耕
し
た

経
験
は
？

　

祖
父
母
の
家
庭
菜
園
を
手

伝
う
く
ら
い
で
、
自
分
で
耕

し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で

す
。

問　

耕
す
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

た
理
由
は
？

　

今
は
亀
谷
集
落
の
生
産
者

さ
ん
の
畑
で
野
菜
作
り
を
指

導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
栽
培
し
た
食
材
を
自

分
で
調
理
し
て
店
に
出
す
こ

と
は
決
し
て
都
会
で
は
で
き

な
い
こ
と
で
、
自
分
で
作
っ

た
も
の
は
安
心
し
て
自
信
を

も
っ
て
お
客
様
に
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
一
番

大
き
い
で
す
ね
。

問　

邑
南
町
の
印
象
は
？

　

水
と
空
気
が
お
い
し
い
こ

と
で
す
ね
。
住
ん
で
み
る
と

田
舎
の
不
便
さ
は
感
じ
な
い

し
、
逆
に
不
便
さ
を
楽
し
ん

で
工
夫
し
て
い
ま
す
。
休
日

に
は
町
内
の
名
所
巡
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

問　

将
来
の
夢
は
？

　

今
の
と
こ
ろ
、
店
は
採
算

が
と
れ
て
順
調
で
す
。
任
期

終
了
後
も
、
で
き
れ
ば
こ
の

場
所
で
ラ
ー
メ
ン
屋
を
ず
っ

と
続
け
て
い
き
た
い
、
そ

う
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
農
繁
期
に
は
生
産
者
の

方
も
出
荷
が
鈍
り
産
直
市
の

野
菜
が
不
足
す
る
こ
と
が
課

題
で
す
。
ま
た
、
地
元
の
味

噌
も
大
変
お
い
し
い
の
で
味

噌
ラ
ー
メ
ン
も
開
発
し
て
み

た
い
で
す
。
産
直
市
の
生
産

者
の
方
々
と
対
話
し
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
た
い
で

す
。

　

邑
南
町
に
来
ら
れ
て
か
ら

入
籍
さ
れ
、
こ
の
冬
に
は
お

子
さ
ん
も
誕
生
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
日
本
一
の
子
育
て
村

を
実
感
で
き
る
か
な
と
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
邑

南
町
の
魅
力
を
ラ
ー
メ
ン
に

込
め
て
、
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
　

(

聞
き
手　

大
和
磨
美) こだわりのラーメンを作る尼子さん

地元食材を生かした化学調味料不使用
のラーメンと存在感のある暖簾

邑南町の魅力をラーメンに込めて
地域おこし協力隊員　石州らーめん “瑞穂屋”

尼
あ ま こ

子　亜
あ き ひ こ

紀彦　さん

編
集
室
の

　
　
窓

▼
結
婚
10
周
年
は
錫す

ず

婚
式
と

い
う
ら
し
い
。
紙
や
木
か
ら

卒
業
し
、
金
属
に
は
な
れ
た

が
、
ま
だ
銀
や
金
に
は
程
遠

い
と
い
う
こ
と
か
▼
私
事
で

恐
縮
だ
が
、
私
た
ち
夫
婦
は

結
婚
30
周
年
を
迎
え
た
。
30

年
も
過
ぎ
る
と
、
お
互
い
に

空
気
の
よ
う
な
存
在
に
な
れ

た
︵
錯
覚
か
？
︶
気
が
す
る

が
、
20
年
前
を
振
り
返
る

と
、
こ
こ
ま
で
添
い
遂
げ
る

自
信
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
▼
邑
南
町
も
合
併
10
周
年

を
迎
え
、
11
月
１
日
に
記
念

式
典
を
、
２
日
に
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

も
う
10
年
な
の
か
、
や
っ
と

10
年
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
立
場
で
感
じ
方
も

違
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
が
、

こ
こ
は
み
ん
な
で
錫
婚
式
を

祝
い
た
い
も
の
だ
▼
そ
し

て
、
豊
か
に
発
展
し
た
邑
南

町
で
、
銀
婚
式
や
金
婚
式
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
気
持
ち

も
新
た
に
前
進
し
た
い
も
の

だ
。

　
　
　
　
︵
中
村
昌
史　

記
︶
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